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１．事業の概要 

 

１－１．事業の目的 

大台ヶ原・大杉谷地域は、吉野熊野国立公園及び国指定大台山系鳥獣保護区に指定され、

近畿地方では、希少な亜高山帯性針葉樹林や冷温帯性広葉樹林がまとまって分布する地域

である。 

近年、ニホンジカ（以下「シカ」という。）の急激な増加に伴う森林植生への食害等によ

って、森林の荒廃や生物多様性の衰退などが顕著になってきており、シカの生息密度を減

らすことが喫緊の課題となっている。 

シカの生息密度を減らし被害を軽減させるためには、シカの行動域が複数の行政機関所

管地にまたがっていることを考慮し、関係機関が連携して、個体数調整をはじめとした総

合的なシカ対策を実施していくことが重要であることから、近畿地方環境事務所、三重森

林管理署と上北山村が連携した捕獲を実施するとともに、将来に渡って、当該地域の適切

な管理をしていくこととした、「大台ヶ原・大杉谷地域における連携したニホンジカ対策に

関する協定書」を平成 29 年６月に３者で締結している。 

このため、本業務では、協定書に基づき隣接民有林で近畿地方環境事務所において、実

施されるシカ捕獲事業と連携して国有林内でのシカ捕獲を実施することにより、国有林を

含めた大台ヶ原・大杉谷地域全体で、森林への被害を低減させるとともに、同地域におけ

る効果的かつ効率的な捕獲方法等について、検証することを目的とする。 

 

１－２．捕獲対象種 

 ニホンジカ 

 

１－３．事業の実施場所 

三重県多気郡大台町大杉谷国有林 558 は林小班、559 ろ林小班、 

560 は、に、る林小班、561 ほ林小班（図 1－1）。 
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図 1－1 事業実施場所位置図 

 

１－４．事業の実施期間 

令和２年 4 月 7 日～令和２年 11 月 30 日。 

 

１－５．事業内容 

ネット式囲いわな及びくくりわなによる捕獲に関連し、以下の事業内容を実施した。  

 

（１）捕獲 

本業務と同時期に隣接地域で実施される、近畿地方環境事務所発注業務である「令和２

年度大台ヶ原ニホンジカ個体数調整手法開発調査業務」（以下、「環境省業務」という。）と

調整の上、ネット式囲いわな及びくくりわなによる捕獲を実施した。 

 

（２）記録 

作業に当たっては、事業の着手日から完了日までの業務日報を作成した。 

捕獲したシカに関して捕獲日時、捕獲場所、捕獲頭数、齢性別を記録した。写真記録と

して、捕獲個体及び各作業工程に応じた実施状況の記録に、日付等を明記した看板を沿え

て撮影し記録した。捕獲個体に関しては、本業務で捕獲した個体と他の事業で捕獲した個

体を区別し、交付金等の二重申請を防止するため、耳と尾に黄色いスプレーで、「山-捕獲
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日-個体番号」を塗布し、写真を撮影した。また、捕獲個体の体重等の計測を行い記録した。 

わな設置箇所、及び埋設処分地には自動撮影カメラを設置し、誘引される動物について、

撮影を行い記録した。 

 

（３）分析 

 ネット式囲いわな及びくくりわなの使用にかかる検証を行い、効率的な捕獲方法につい

て、提言を行った。また、捕獲個体の埋設にかかる検証と安全な埋設方法について、提言

を行った。 
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２－２．捕獲作業実行中に実施した対策 

（１）わな設置箇所の注意喚起表示  

 わな設置箇所に注意喚起表示を設置した（図 2－3）。 

  

  

図 2－3 注意喚起表示（左：設置の様子、右：表示内容） 

 

 

（２）埋設地の注意喚起標識の設置  

 埋設穴への転落防止や誘引された動物との接触を防止する目的で、埋設穴へ不用意に近

づかないよう注意喚起する看板を設置した（図 2－4）。 

 

  

図 2－4 注意喚起看板（左：設置の様子、右：看板内容） 
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３．事業結果 

 

３－１．捕獲 

（１）目的 

「大台ヶ原・大杉谷地域における連携したニホンジカ対策に関する協定書」に基づき、

国有林を含めた大台ヶ原・大杉谷地域全体で森林への被害を低減させること、また、同地

域における効果的かつ効率的な捕獲方法等についての検証することを目的として、捕獲を

実施した。昨年度に引き続き、連携捕獲の効果や課題を把握することも目的とした。 

 

（２）方法 

１）実施期間 

令和２年４月７日から令和２年 10 月 31 日までを実施期間とし、実施期間中の 80 日間

で 730 わな日以上（わな設置後の誘引期間を含む）の捕獲を実施した。なお、契約締結の

日から４月 17 日（大台ケ原開山）までの期間で 10 日間はくくりわな 10 基以上による捕

獲を行い、それ以降の 70 日間は、ネット式囲いわな２基以上、くくりわな７基以上により

捕獲を行うことを予定していた。しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

契約後から６月１日まで作業を実施できなかった。そのため、捕獲開始の日から 10 日間は

くくりわな 10 基による捕獲をおこない、それ以降の 70 日間はネット式囲いわな２基、く

くりわな７基～10 基により捕獲を実施した。捕獲実施期間は、環境省業務と調整し、効率

的で事業地周辺地域のシカ個体数の低減に、最も効果のある期間となるよう実施した。 

 

２）捕獲目標頭数 

捕獲目標頭数は 20 頭とし、目標達成後も期間中できるだけ多く捕獲した。 

 

３）使用わな 

 ネット式囲いわなとくくりわなを使用した。わなには、法令上定められた標識を取り付

け、ネット式囲いわなの入り口もしくは、くくりわなの敷設位置に向けて自動撮影カメラ

を設置し記録を行った。また、わな毎に通報機（オリワナシステム）を設置し、あらかじ

め、わなの稼働状況を把握できるようにした（図 3－1、3－2）。 

①ネット式囲いわな 

ネット式囲いわなは、標準図を基本とし設置した（図 3－3）。設置方法については「再

造林地におけるシカ捕獲の手引き ver.1」（徳島県立農林水産総合技術支援センター,2017）

を参照した通常の仕様に加え、「平成 30 年度大杉谷国有林シカ捕獲事業（連携捕獲）報告

書」（近畿中国森林管理局三重森林管理署，2019）の捕獲実施結果から、網目の細かいネッ

トの２重化、潜り込み防止用のポールの補強を行った（図 3－4）。傾斜地の場合は、わな

の長面が傾斜の向きと平行になるよう設置した。 

さらに、ネット式囲いわなによる捕獲にあたっては、地域の実情に詳しく、野生動物の

生態に精通した有識者の意見として、平成 30 年度に実施された連携捕獲に関する打ち合
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わせ結果（環境省近畿地方環境事務所，2019b）を参考に、現地で最も効率的に捕獲できる

よう工夫した。 

わなの作動には、電子トリガー（アニマルセンサーLITE）を使用した。電子トリガーは、

ネット式囲いわな中心の上部に設置した。ネット式囲いわなにおいて、親仔が誘引された

場合、仔が先にわな内に入り成獣が捕獲出来ない事例があることから、親仔ともに捕獲で

きるよう、また、シカ以外の小動物による誤作動の発生を抑えるよう、幼獣や小動物では、

反応しにくい高さに距離センサーの高さを調節した。大台ヶ原のシカ成獣の肩高長の平均

が約 73cm（自然環境研究センター,未発表資料）であることから、成獣のみを対象とする

よう距離センサーの高さを 70cm とした。わなの作動方式については、霧により電子トリガ

ーの動作が不安定となった場合等に対応するため、状況に応じて蹴り糸も使用した。  

 

 

  

図 3－1 法令上定められた標識の取り付け      図 3－2 通報機         

 

 

図 3－3 ネット式囲いわな標準図 
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図 3－9 ビジターセンターから埋設処分地までのルート 

 

    

図 3－10 生分解性プラスチック袋、ワイヤーメッシュを使用した埋設 

 

 

図 3－11 電気柵とアース用ワイヤーメッシュの設置 

 

８）錯誤捕獲の予防及び対応 

わな設置地点毎に、自動撮影カメラを設置し、ツキノワグマ及びカモシカが撮影される

かを確認した。実施期間中に、ツキノワグマ及びカモシカが撮影された場合は、撮影地点

周辺(半径 100m 程度)のわなの稼働を停止させ、１週間のモニタリング期間を設け、再びツ

キノワグマ及びカモシカが撮影されず、その場に執着していないことを確認したうえで、

稼働を再開した。 

捕獲対象種以外の鳥獣を誤って捕獲した場合は、放獣を基本とし、対応に備えて錯誤捕

獲体制を整備し、捕獲を実施した。錯誤捕獲された獣種がツキノワグマの場合は、「（新）

三重県ツキノワグマ出没等対応マニュアル（三重県,2018）」に基づき、また「大台ヶ原く





15 

 

作動しないことが考えられたため、蹴り糸方式を併用した。 

８月 23 日までに、すべてのわな稼働を停止し、撤収した。各作業を示す代表的な写真

は、巻末に示した。 

 

表 3－1（1） わな稼働状況（6 月） 

 

※○…稼働、空欄…わな非稼働 

 

  

わな種

月日 R02 R03 RA01 RA02 RA03 RA04 RA05 RA06 RA07 RA08 RA09 RA10

6月1日 0

6月2日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月3日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月4日 〇 〇 〇
空はじき

〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月5日
捕獲

〇
〇 〇 〇

空はじき

〇
〇 〇 〇 〇 〇 10

6月6日 〇 〇 〇 〇
捕獲

〇
〇 〇 〇 〇 〇 10

6月7日 〇 〇 〇
捕獲

〇
〇 〇 〇 〇

捕獲

〇
〇 10

6月8日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月9日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月10日 〇 〇
捕獲

〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月11日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月12日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月13日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月14日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月15日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月16日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月17日 〇 〇 〇 〇
捕獲

〇
〇 〇 〇 〇 〇 10

6月18日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
空はじき

〇

空はじき

〇
10

6月19日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月20日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月21日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月22日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月23日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月24日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
捕獲

〇
10

6月25日 〇 〇 〇 〇
捕獲

〇
〇

捕獲

〇
〇 〇 〇 10

6月26日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
捕獲

〇
〇 10

6月27日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月28日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月29日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

6月30日 〇 〇 〇 〇
捕獲

〇
〇 〇 〇 〇 〇 10

くくりわなネット式囲いわな
わな日数

わな資材

運搬・設置

わな資材

運搬・設置



16 

 

表 3－1（2） わな稼働状況（7 月） 

 

※○…稼働、空欄…わな非稼働  

わな種

月日 R02 R03 RA01 RA02 RA03 RA04 RA05 RA06 RA07 RA08 RA09 RA10

7月1日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月2日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月3日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月4日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月5日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月6日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
空はじき

〇
10

7月7日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月8日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月9日 〇 〇 〇 〇
空はじき

〇
〇

捕獲

〇
〇 〇 〇 10

7月10日 〇 〇 〇
捕獲

〇
〇 〇

捕獲

〇
〇 〇 〇 10

7月11日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月12日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
捕獲

〇
10

7月13日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月14日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月15日 〇 〇 〇
捕獲

〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月16日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
捕獲

〇
〇 〇 10

7月17日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
捕獲

〇
〇 〇 10

7月18日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月19日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月20日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月21日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

7月22日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8

7月23日 〇 〇 〇 〇
捕獲

〇

捕獲

〇
〇 〇 〇 9

7月24日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

7月25日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

7月26日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

7月27日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

7月28日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9

7月29日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12

7月30日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12

7月31日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12

くくりわなネット式囲いわな
わな日数
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２）誘引状況（誘引餌への反応） 

 表 3－3（1）～（3）に地点ごとの給餌記録と餌への反応（前日に給餌した餌の採食）に

ついて示し、さらに、表 3－4 に月ごとのわな稼働日数、餌への反応日数、わな稼働日数に

対する餌への反応日数の割合を、ネット式囲いわなとくくりわなに分けて、示した。 

 わな稼働日数に対し、シカによる餌への反応が確認された日数は、６月ではネット式囲

いわな 36 日中 17 日(47.2％)、くくりわな 254 日中 145 日(57.1％)、７月ではネット式囲

いわな 62 日中 18 日(29.0％)、くくりわな 246 日中 89 日(36.2％)、８月ではネット式囲

いわな 41 日中 12 日(29.3％)、くくりわな 207 日中 73 日(35.3%)であった。 

ネット式囲いわな、くくりわな共にシカが誘引餌に対して、最も反応を示したのは、６

月であり、７月と８月では、わな稼働日数に対する餌への反応日数の割合が低下した。ま

た、くくりわなの方がネット式囲いわなよりも、わな稼働日数に対する餌への反応日数の

割合が高かった。 
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表 3－3（1） 給餌記録と餌への反応（6 月）  

 
※○…採食反応があった、×…採食反応がなかった、 

 空欄…給餌なし、   …わな非稼働  

わな種

月日 R02 R03 RA01 RA02 RA03 RA04 RA05 RA06 RA07 RA08 RA09 RA10

6月1日

6月2日 稼動開始 稼動開始 稼動開始 稼動開始 稼動開始 稼動開始 稼動開始 稼動開始 稼動開始 稼動開始

6月3日 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×

6月4日 〇 〇 〇
空はじき

〇
〇 〇 〇 × 〇 〇

6月5日
捕獲

〇
〇 〇 〇

空はじき

〇
〇 × 〇 〇 〇

6月6日 〇 〇 〇 〇
捕獲

〇
〇 〇 〇 〇 〇

6月7日 × 〇 〇
捕獲

〇
〇 〇 × 〇

捕獲

〇
〇

6月8日 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × × 〇

6月9日 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇

6月10日 〇 〇
捕獲

〇
〇 〇 〇 × × × 〇

6月11日 × × × × 〇 × × × 〇 〇

6月12日 × × × 〇 × 〇 〇 × × ×

6月13日 稼動開始 稼動開始 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ×

6月14日 × × × × × 〇 × 〇 〇 〇

6月15日 × × 〇 〇 〇 〇 × × × ×

6月16日 × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

6月17日 × × 〇 〇
捕獲

〇
〇 × 〇 〇 ×

6月18日 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇
空はじき

〇

空はじき

〇

6月19日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×

6月20日 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 ×

6月21日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

6月22日 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 × ×

6月23日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇

6月24日 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
捕獲

〇

6月25日 × × × ×
捕獲

〇
〇

捕獲

〇
〇 × ×

6月26日 〇 〇 × 〇 × 〇 × ×
捕獲

〇
×

6月27日 〇 〇 × 〇 〇 × × × × 〇

6月28日 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇

6月29日 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇

6月30日 〇 〇 × 〇
捕獲

〇
〇 × 〇 × 〇

くくりわなネット式囲いわな
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表 3－3（2） 給餌記録と餌への反応（7 月） 

 

※○…前採食反応があった、×…採食反応がなかった、 

 空欄…給餌なし、   …わな非稼働 

  

わな種

月日 R02 R03 RA01 RA02 RA03 RA04 RA05 RA06 RA07 RA08 RA09 RA10

7月1日 × × × × 〇 〇 × × × ×

7月2日 × × × × 〇 〇 〇 〇 × ×

7月3日 × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇

7月4日 × × × 〇 〇 × 〇 〇 × ×

7月5日 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

7月6日 × × × × 〇 × 〇 × ×
空はじき

〇

7月7日 × × × × × × × × × ×

7月8日 × × × × × × × × 〇 ×

7月9日 〇 × × ×
空はじき

〇
〇

捕獲

〇
〇 〇 ×

7月10日 × × ×
捕獲

〇
〇 〇

捕獲

〇
〇 〇 〇

7月11日 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

7月12日 × 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 ×
捕獲

〇

7月13日 × 〇 〇 〇 × × × × × ×

7月14日 × × 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇

7月15日 〇 × 〇
捕獲

〇
〇 〇 〇 〇 × ×

7月16日 〇 × 〇 × × 〇 ×
捕獲

〇
× ×

7月17日 × × × × 〇 〇 ×
捕獲

〇
× ×

7月18日 × 〇 × × 〇 〇 〇 × × 〇

7月19日 〇 × × × 〇 × × × × ×

7月20日 〇 〇 × × × × × × × 〇

7月21日 〇 〇 × × 〇 × × 〇 × 〇

7月22日 × × × × 〇 〇 〇 〇
稼働停止

〇

稼働停止

〇

7月23日 × × × 〇
捕獲

〇

捕獲

〇
〇 〇 稼働再開

7月24日 × × × × × × × × ×

7月25日 × × × × × × × 〇 ×

7月26日 〇 × × × × × × × ×

7月27日 × × × × × × × × ×

7月28日 × × × × × × × × ×

7月29日 〇 〇 × × 〇 × × 〇 × 稼働再開 稼働再開 稼働再開

7月30日 〇 × × × 〇 × × 〇 〇 × × 〇

7月31日 〇 × × × 〇 × × × 〇 × 〇 〇

足くくりわなネット式囲いわな
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２）誘引期間と捕獲時期 

 今年度の CPUE や誘引状況は６月が最も高く、夏に向けて、低下する傾向を示したことか

ら、年度の早い段階から、捕獲を開始することが効率的であると考える。また、６月頃の

出産前の成獣メスを捕獲することは、生息数の低減に対し効果的である。さらに、令和元

年度の環境省業務において、４月の閉山期に高い CPUE を示したことから、本業務における

実施区域においても、閉山期を含めた可能な限り、年度の早い時期から捕獲を開始し、６

月下旬頃までを目途に、実施することが効率的であると考えられる。しかしながら、カモ

シカの錯誤捕獲に、対応するための現状変更手続きに時間を要するため、必要な行政手続

きを前年度中に、発注者が行うなどの事前準備が必要である。 

 

３）効率的な捕獲と安全な搬出方法の提言 

 ネット式囲いわなの設置地点は、なるべく平坦な場所を選定する必要がある。さらに、

わな資材の運搬のため、不整地運搬車が走行可能な搬出ルートから近い場所となるため、

捕獲区域内で、ネット式囲いわなを設置できる場所は、限定される。一方、くくりわなの

設置地点は、アンカーとして適切な木が存在すれば、設置することができる。そのため、

くくりわなを主とした捕獲方法が効率的である。 

大杉谷地域内の正木ヶ原周辺部で捕獲が多く、自動撮影カメラの撮影画像も多いことか

ら、シカが集中的に利用している可能性が推測された。一方、この場所は、搬出ルートか

ら遠く標高差があるため、捕獲個体を背負うか、引っ張って搬出ルートまで運搬する必要

があるため、多くの労力を要する。さらに、倒木が多く、ササが地面を広く覆っているた

め、視認できない倒木もあり、シカを運搬している際に、倒木に躓いて転倒する危険があ

る。運搬に支障となる倒木の除去や、不整地運搬車が走行可能な搬出ルートやモノレール

を大杉谷国有林内に新たに、整備することで、より広い範囲で、わなを設置できると考え

られる。 

 

（３）埋設にかかる検証と安全な埋設方法の提言  

１）埋設地における自動撮影カメラによる撮影 

埋設地に、自動撮影カメラ３台を設置し、誘引される動物について、モニタリングを行

った。設定は静止画とし、インターバルは、０秒とした。 

自動撮影カメラの設置日から撤去日までの撮影状況については、表 3－16 に示した。８

月 20 日、25 日に柵外でツキノワグマが撮影された。また、８月 19 日、31 日にツキノワグ

マの可能性がある画像が撮影されたが、埋設地へのツキノワグマの侵入は、確認されず、

掘り返されたような跡もみられなかった（図 3－19（1）～（4））。 

 自動撮影カメラに撮影されたため、誘引された可能性はあるが、埋設方法について、昨

年度と同様に電気柵を２重にし、ワイヤーメッシュを設置したことで、埋設地への侵入を

阻止する効果があったと考えられた。 
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表 3－16 埋設地への捕獲個体搬入と自動撮影カメラ画像の結果 

日にち 時間 個体の搬入 備考 

6 月 5 日 - - カメラ設置 

6 月 6 日 - 〇 

 

6 月 12 日 - 〇 

 

6 月 18 日 - 〇 

 

6 月 25 日 - 〇 

 

6 月 28 日 - 〇 

 

7 月 5 日 - 〇 

 

7 月 9 日 - 〇 

 

7 月 13 日 - 〇 

 

7 月 16 日 - 〇 

 

7 月 24 日 - 〇 

 

8 月 7 日 - 〇 

 

8 月 8 日 - 〇 

 

8 月 16 日 - 〇 

 

8 月 19 日 
- 〇 

 

21:13 - ツキノワグマの可能性がある 

8 月 20 日 21:49 - ツキノワグマ撮影（柵外） 

8 月 25 日 21:16 - ツキノワグマ撮影（柵外） 

8 月 31 日 15:59 - ツキノワグマの可能性がある 

9 月 23 日 - - カメラ回収 
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図 3－19（1） ツキノワグマの可能性がある撮影画像（8 月 19 日） 

 

 

図 3－19（2） ツキノワグマの撮影画像（8 月 20 日） 
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図 3－19（3） ツキノワグマの撮影画像（8 月 25 日） 

 

 

図 3－19（4） ツキノワグマの可能性がある撮影画像（7 月 31 日） 
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２）安全な埋設方法の提言 

昨年度までは、捕獲個体を生分解性のガスバリアシートで包んで埋設していたが、この

ガスバリアシートは、板シート状のため、包んだだけでは密閉度が低く、捕獲個体から発

生する腐敗臭の飛散を防ぐことは、難しかった。そのため、今年度は、生分解性プラスチ

ック袋に入れて埋設することにより、密閉度が増した。さらに、埋設地は、大きな石が多

い土質のため、かぶせた土の隙間から、匂いが飛散しやすく、また埋め難くいため、粒が

小さく埋めやすい土砂を別途購入し、臭いの拡散を抑えるよう対策を実施した。しかしな

がら、ツキノワグマが撮影されたことから、臭いを完全に抑えられず、匂いに誘引された

可能性がある。一方、ツキノワグマの撮影は、継続されてないため、埋設個体には、執着

していないと考えられる。このことは、電気柵を２重にしてアースのためのメッシュを敷

設する侵入防止対策をとったためだと考えられる。ツキノワグマが埋設個体に執着してし

まうと、埋設地周辺において、人と接触する危険性が高まるため、今後も、今年度実施し

た侵入防止対策をとることが望ましい。また、平成 29 年度から同じ場所を埋設地として、

年度ごとに、埋設穴を移動させている。大きな石が多い土質などの環境条件では、埋設し

た個体が分解されにくい状況にあり、埋設穴は、飽和状態なため、代替地の確保が必要で

ある。 

臭いを拡散させない方法として、埋設深を深くすることが考えられるが、本埋設地の土

質では、土をかけることに多くの労力を要するため、埋設深を深くし、そこに土をかける

ためには、重機の使用などの検討が必要である。その他に、埋設穴をなるべく細くするこ

とや、かけやすい土を別途搬入するなどの対処が、考えられる。重機の使用や土の購入に

は、費用がかかることから、予算に合った方法を選択する必要がある。大台ヶ原で実施さ

れた埋設試験によると、深さ 90cm 程度まで掘削して、埋設した場合でも、動物による掘り

返しが確認され、ツキノワグマが誘引されていた（環境省近畿地方環境事務所,2016）。ど

の程度まで掘削し埋設すれば動物による掘り返し、及びツキノワグマの誘引を阻止できる

か確実な情報はないが、1m 以上で可能な限り深くまで掘削し埋設することが必要であると

考えられる。 

電気柵については、昨年度から実施した対策により、埋設地への侵入を防ぐことができ

た。一方、台風等による電気柵の破損は、考えられるため、道路の安全が確保された時点

でなるべく早く、埋設地の見回りに行く体制も必要である。安全な埋設方法としては、誘

引されないことが第一であるが、ツキノワグマが誘引されない埋設方法が確立されるまで

は、電気柵により、侵入を防ぐことで埋設地に執着させないことが必要となる。 
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